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佐賀市は、脊振・天山山系から有明海まで、南北に長い市域を形成しており、平野部

には自然豊かな穀倉地帯が広がっています。また、水路やクリークが縦横に巡り、潤い

のある水辺空間を形成しています。 

 平野部での暮しは、長年「水」との闘いと共生の歴史があり、人と水との関わりは密

接なものがあります。 

 近年、全国各地で集中豪雨が多発し、大規模な自然災害が起きています。佐賀市にお

きましても、平成２０年６月、平成２１年７月の集中豪雨や、平成２４年７月九州北部

豪雨では、市街地を中心に大規模な浸水被害が発生しました。 

 佐賀市においては、国や県の治水事業をはじめ、さまざまな浸水被害軽減対策を実施

してきましたが、未だ床上・床下浸水等の被害が発生しており、自然災害に対する更な

る対応が求められています。 

 そこで、頻発する浸水被害の軽減を図るため、「浸水に強いまちづくり・人づくり」

を基本方針に掲げた「佐賀市排水対策基本計画」を策定しました。 

 本計画は、浸水被害を軽減するための方向性を明確にし、必要な事業を推進するため

の指針となるものです。ハード対策は、既存施設の有効活用、河川・水路整備などを進

めることとしています。市町村合併によって、広域的な排水対策が可能となり、合併効

果を十分活かしたものとしています。また、ソフト対策では、市民の皆様の大雨への備

えを支援する施策を盛り込んでいます。 

 佐賀市では、この基本計画を基に排水対策を着実に推進し、市民の皆様と共に浸水被

害の軽減を目指していきたいと考えております。 

 地域で安心して暮らし続けることができる社会の実現のため、市民の皆様のご理解と

ご協力をお願い申し上げます。 

 最後に、本計画の策定にあたり、ご尽力をいただきました佐賀市排水対策基本計画検

討委員会委員の皆様、貴重なご意見やご協力をいただきました市民の皆様及び関係機関

の皆様に心からお礼申し上げます。 
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